
学校評価 西都市立茶臼原小学校
(1)

児　　童 教　　師 保　護　者
(1)　日常授業の改善 ①　「話す」、「聞く」をがんばること ①　「話す」「聞く」態度を意識させな ①　忘れ物がないか声をかけているか。

　ができたか。 　がら学習を進めているか。　
②　進んで読書をしたか。 ②　図書室を活用し、読書を勧めているか。 ②　「家読(親子読書)」に協力しているか。

③　立腰の姿勢で学習しているか。 ③　立腰指導を徹底しているか。
(2)　基礎的・基本的学習内容の定着 ④　計算や漢字、読み声などを続けて学 ④　学級の実態や個に応じた指導の工夫 ③　子どもの家庭学習を見届けているか。

　習に取り組んでいるか。 　や手立てを行っているか。
⑤　授業の内容が分かるか。 ⑤　学習内容の定着を図る工夫を行って

　いるか。
(３)　一貫教育の推進と外部との連携 ⑥　さいと学や英語活動(英会話)に楽し ⑥　児童がさいと学や英語活動(英会話)　

　く取り組むことができたか。 　に楽しんで取り組めるような工夫や改
　善を行っているか。

⑦　学び合いをがんばることができたか。 ⑦　「学び合い」を位置付けた指導法の
　工夫改善を行っているか。

(1)　「心のコップを上向きに」の徹底 ①　自分から進んであいさつをしている ①　進んであいさつすることを意識して ①　家族同士、率先してあいさつを行って
　か。（地域、家庭、先生、友達） 　指導をしているか。 　いるか。
②　元気よく「はいっ」の返事ができて ②　常に元気のよい返事をすることを指 ②　子どもに返事をするよう言葉かけをし
　いるか。 　導しているか。 　ているか。
③　自分の持ち物やトイレのスリッパを ③　身の回りの整理整とんを行うととも ③　子どもに整理整とんをするよう言葉か
　きちんと整とんしているか。 　に、児童への指導も行っているか。 　けをしているか。

(2)　人権教育の充実 ④　友達に「くん」「さん」を付けて呼 ④　言語環境を意識した指導を行ってい ④　子どもの話に耳を傾け、しっかりと聞
　んでいるか。 　るか。 　いているか。
⑤　「ありがとう」「ごめんなさい」が
　言えているか。

(3)　規範意識の向上 ⑥　ルールやマナーを守っているか。 ⑤　善悪の判断に関する具体的な指導を ⑤　子どもが正しいことをした時にほめた
　日常的に行っているか。 　り励ましたりしているか。

⑦　がまんする心をもつ努力をしているか。

(4)　防災に関する指導の充実 ⑧　危険から逃げる心構えをしているか。 ⑥　危険予知と危険回避する指導を行っているか。 ⑥　日頃から防災に関する意識をもたせているか。

(1)　基礎体力の向上 ①　体力テストの目標を立て、積極的に ①　数値目標の設定と結果の分析をもとに ①　普段から運動に親しませるようにして
   取り組むことができるか。 　指導を行っているか。 　いるか。

②　体育科学習に体つくりの運動を計画
　的に取り入れているか。

②　昼休み時間などに外で元気よく遊ん ③　外遊びや「ちょこっと運動」(運動の
　だり、ちょこっと運動をしたりしているか。 　習慣化)をするよう働きかけたか。

(2)　健康教育の充実 ③　毎日、早寝・早起きがきちんとでき ④　日常的に規則正しい生活について、 ②　子どもに早寝・早起き・朝ご飯・排便
　ているか。 　具体的な指導を行っているか。 　について声かけを行っているか。
④　毎日、きちんと朝ご飯を食べている
　か。
⑤　毎日、排便がきちんとできたか。
⑥　正しい姿勢で生活しているか。 ⑤　日頃から正しい姿勢を身に付けさる ③　子どもに正しい姿勢について声かけを

　指導を行っているか。 　行っているか。
⑦　毎日、ハンカチをもってきているか。 ⑥　ハンカチを身に付けたり、手洗い・ ④　子どもにハンカチ・手洗い・うがい・

　うがいをしたりする習慣化を図る指導 　について声かけを行っているか。
⑧　手洗い・うがいをしっかりしている 　を行っているか。
　か。
⑨　歯磨きをきちんとしているか。 ⑦　歯磨きの習慣化を図る指導を行って ⑤　子どもに歯磨きの声かけを行っている

　いるか。 　か。
⑩　好き嫌いなく食べているか。 ⑧　好き嫌いなく食べることの大切さに ⑥　好き嫌いなく食べるように声かけをし

　ついて指導を行っているか。 　たり食べる工夫をしたりしているか。
(3)　安全教育の充実 ⑪　身の回りの安全に注意し、行動しているか。 ⑨　身の回りの環境の危険を予知する指導を

　行っているか。

※　学校生活は楽しいか。

評価の構想(具体的課題と評価項目）
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※　楽しく学校生活を過ごすことができる児童



(2)　評価内容と方法
　○　評価内容は、児童の学習面の到達度については、全国学力調査、県学力調査、NRT検査、ベネッセテスト等の結果も参考にする。
　○　平成３０年度の教育的課題(重点目標)を検証する形で評価を計画し、児童については成果指標、教職員については取組指標をアンケート等により評価する。
　　　保護者については、保護者の取組と学校の取組に対する２つの観点からアンケートにより評価する。(4参照)
　　　各学級、各指導部においては、各種指導事項に関するデータをもとに評価を行う。
　○　役割達成度評価や職務行動評価との関連も踏まえ、教職員の取組について評価行う。
　○　月ごとの各種行事の評価や学期ごとの職員会での成果と課題についても評価の資料として位置付ける。

(３)　評価の種類と時期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

各種学力調査等  全国・県学力調査、ＮＲＴ ベネッセ

児童アンケート アンケート

教職員アンケート アンケート

保護者アンケート アンケート

教職員評価
・役割達成度評価
・職務行動評価

ミーティング

１学期の取
組を受けて
の改善案検
討

中間ミーティング
参考意見聴
取シート提
出

学校評議員会
学校関係者評価

学校経営 経営説明 評価 次年度に向けての改善点の検討 評価

４　学校の取組に対する保護者のアンケート項目と基準 4 3 2 1 肯定評価
1　子どもは楽しそうに学校に通っていますか。 15 5 0 0 100.0%
2　確かな学力をつける努力をしていますか。 17 3 0 0 100.0%
3　子どもの悩みや相談に誠意をもって応じていますか。 14 6 0 0 100.0%
4　学校・学級の教育方針や教育活動の状況を知らせていますか。 15 5 0 0 100.0%
5　子どものことを相談しやすいですか。 12 7 0 1 95.0%
6　保護者や地域の方と協力し合って教育を行っていますか。 15 5 0 0 100.0%
7　学校の職員は一丸となって教育にあたっていますか。 14 6 0 0 100.0%

基準例 ４…とてもあてはまる。
５　数値目標の設定 ３…だいたいあてはまる。
　　アンケートの場合は、「とてもあてはまる。」「だいたいあてはまる。」という肯定的状況を合わせた ２…あまりあてはまらない。
　　達成率で設定する。 １…ほとんどあてはまらない。

次年度の重点目標と具体的方策に
ついての検討

　　地域に信頼される学校

　　開かれた学校

　　協働意識をもった職員

説明(ＰＴＡ総会)

経営ビジョン・重点目
標設定

評価シート提出
フィードバック

第１回会議
経営方針、重点事項へ
の取組説明

○　学校評価の評価項目内容の検討
　・自己評価の方法及び評価書様式の決定
○　各種情報の提供と収集

第２回会議
学校評価についての自
己評価書説明と評価



学校の教育目標

本年度の重点目標

児童の成果目標のとらえ方

４　よくできている

３　だいたいできている

２　あまりできていない

１　できていない

○学習指導週間の充実

○図書室の整備

                 　　

○実態把握の充実
○教材研究の充実

○学習指導法の工夫改善

○学習評価の充実

○主題研究の充実
 
○かがやきタイムの充実

④計算や漢字、読み声な
どを続けて学習に取り組
んでいるという割合を
80％にする。

基礎的・基
本的学習内
容の定着

①「話す」「聞く」態度を
意識させながら学習を進め
ているという割合を90％
以上にする。

○達成率が若干上がっている。
教師の指示や児童の発表中は、
やっていることを止め、体を向
けるという具体的な指導を行っ
ている。　　●「聞く」につい
ては、個人差があり、集中して
聴ける児童を増やしていくこと
が課題である。

H３０
83.0％

H３０
72.7％

令和元年度　西都市茶臼原小学校　　自己評価書

　進んで学び　心豊かで　元気な児童の育成

　確かな学力の定着　　心の教育の充実　　たくましい心身の育成

教師の数値目標のとらえ方 総合評価基準（４段階）

４　頻繁に行っている（９割以上） ４　期待以上

３　かなり行っている（６割以上～９割未満） ３　ほぼ期待通り

２　時々行っている　（２割以上～６割未満） ２　やや期待を下回る

１　ほとんど行っていない（２割未満） １　改善を要する

※自己評価での４・３の回答割合

評価項目
具体的な数値目標

方策・手立て ○成果・●改善点
自己評価 学校

関係者
評価

③立腰の姿勢で学習がで
きたという割合を8０％
以上にする。

③立腰の姿勢について指導
を十分に行ったという割合
を9０％にする。

○声かけ指導の徹底

学校関係者評価委員会にお
ける具体的な意見や改善策

児童に関する数値目標
（成果指標）

教師の取組に関する数値目
標

児童
達成率

教師
達成率

総合
評価

②図書室を活用し読書を勧
めてているという割合を
90％以上にする。

○各学級の取組（読み声、詩の
暗唱）があり、８割程度の児童
が継続した取り組みができてい
る。          　　●宿題の見届
けについては、保護者の協力が
不可欠なので、経営方針にもあ
るように、常時、働きかけてい
く。

3

○日常の学習における指
導の充実

Ｒ１
84.9％

Ｒ１
90.0％

○読書量データを活用し
た読書活動の推進

○昨年度よりも５００冊以上貸し出
し冊数が増えている。
○西都市立図書館の本を学級に入れ
ているが、よく利用している。
●読書意欲に個人差があるため、昼
休みの放送等で意欲喚起をしている
ところである。「読書の日」の前に
は、保護者に学級通信等で呼びかけ
ていく。

H30
75.5%

  H３０
90.3%

Ｒ1
73.6％

Ｒ1
90.0％

○健康教育部の取組のおかげ
で、児童も立腰への意識が高
まった。       　　　　●立腰
に意識が向きすぎると学習内容
が入っていかないことがあるの
で指導にメリハリをつけてい
く。

Ｈ30
77.4%

Ｈ30
72.7％

Ｒ１
81.1％

Ｒ１
100％

④学級の実態や個に応じた
指導の工夫や手立てを行っ
ているという割合を90％
以上にする。

Ｈ30
94.3%

Ｈ30
100％

Ｒ１
79.2％

Ｒ１
100％

確
か
な
学
力
の
定
着

学習態度や
学習習慣の
定着

①「話す」「聞く」をが
んばったという割合を
80％以上にする。

②進んで読書をしたとい
う割合80％以上にする。

2

〇先生方の達成率は、よい評価
が多くなったように感じた。校
長先生の学校経営方針が響いた
結果のように見受けられる。
〇やや落ち着きのない児童も、
学年が上がるにつれ成長し、少
しずつ落ち着きがみられるよう
になっている。
〇茶小は児童数が少ないことで
得られるメリットが多数ある。
自立する力や、教職員の児童一
人一人への目配り、気配りがで
きる教育環境が素晴らしい。半
面、そのことが、デメリットに
なる部分もある。
〇大人数のグループに入ってい
くために必要なコミュニケー
ション能力や他人との接し方な
ど、茶臼原小学校を巣立ち、中
学校へ進学するときにその能力
不足を感じる。
〇今後、西都市では、中学校再
編に向けて動き出すとのこと
で、そうなればもっと中学校校
の生徒数が多くなることが予想
される。したがって、小学校の
時期から大人数に慣れておく必
要があると感じる。今後、他校
との合同学習や交流の機会が増
えるとよいと思う。
〇天心館の子どもたちは、学力
的には様々ですが、元気に楽し
く小学校に通えていることが素
晴らしいと思う。

3

3



〇家庭学習の充実

Ｒ１
73.6％

Ｒ１
100％

学び合い

○日常指導の充実

○あいさつ運動の実施

○校外学習等での実践

○日常指導の充実

2

学校
関係者
評価

心
の
教
育
の
充
実

評価項目
具体的な数値目標

方策・手立て

茶臼原小よ
い子のきま
りの指導徹
底

○４つのチェックポイン
トを視点とした授業改善

⑤授業内容が分かると答
える割合を80％にする。

①自分から進んであいさ
つをしているという割合
を、地域の人90％以上、
家の人90％以上、先生
90％以上、友達90％以
上にする。

①進んであいさつすること
を意識して指導していると
いう割合を90％以上にす
る。

○教師の高い取組意識の指
導の下、学校内でのあいさ
つは習慣化してきたといえ
る。
●地域や家庭など、人を選
ばずだれにでも進んであい
さつするまでには至ってい
ない。

Ｈ30

地域90.6%

家庭90.6%

先生94.3%

友達96.2%

②常に元気のよい返事をす
ることを指導しているとい
う割合を90％以上にす
る。

Ｒ１
83.0％

○少人数であるため、個別指導も充
実させることができ、未定着の部分
を補充することができた。
●４つのチェックポイントの意識を
教師側がしっかりもちながら教える
べき、考えさせるべき内容の精選を
したい。

Ｈ30
94.3%

児童に関する数値目標
（成果指標）

教師の取組に関する数値目
標

確
か
な
学
力
の
定
着

⑦学び合いをがんばれた
という割合を80％以上に
する。

西都市一貫
教育の推進

⑥さいと学や外国語教
育、外国語活動、英語活
動に楽しく取り組むこと
ができたという割合を
80％以上にする。

Ｒ1
100％

⑦学び合いを位置付けた指導
法の工夫や改善を行っている
という割合を80％以上にす
る。

○学び合いを位置付けた
指導法の工夫改善

○各学年の実態の応じて取り入
れていた。
●今年度は、重点的に「学びあ
い」をしていたわけではなかっ
たので、学級での取り扱いに差
があった。

Ｈ30
88.7%

⑤学習内容の定着を図る工
夫をしているという割合を
90％以上にする。

Ｈ30
100％

Ｒ１
83.0％

　

Ｈ30
75.0%

児童
達成率

教師
達成率

総合
評価

Ｒ１
90.0％

Ｈ30
60.0%

⑥児童がさいと学や外国語教
育、外国語活動、英語活動に
楽しんで取り組めるような工
夫や改善を行っているという
割合を80％以上にする。

○さいと学・外国語教
育、外国語活動、英語活

自己評価

2

Ｈ30
100%

○教師の高い取組意識の
下、元気のよい返事の定着
率が上がってきた。現状維
持を図っていく。

〇総合的な学習の時間70時間（さいと学35時
間、残り35時間)の年間指導計画一覧表を見直
すことができた。残り35時間の内容について
は、「福祉教育」や「環境」「実態に応じた学
習」の大きな観点で、細案まで作成することが
できた。
●「さいと学」の内容の見直しを令和2年度か
ら市教委主導で行う予定である。
●情報教育の年間指導計画の整備、新しいＰＣ
環境でのプログラミング教育の実技研修、キャ
リア教育の指導計画の整備など、課題は残され
ている。
●児童の評価が大きく下がっているのは、外国
語教育(活動)の内容が大きく変わり、活動より
も内容重視になってきている取り扱いの仕方の
変化が大きく影響している。昨年度までのよう
に90％以上を目指すのは難しいが、内容や取り
扱い方を知識理解偏重にならないように工夫
し、80％以上を目指したい。

Ｈ30
94.3%

○成果・●改善点

 Ｒ1

地域86.8%

家庭84.9%

先生83.0%

友達84.9%

Ｒ１
90％

Ｈ30
90.6%

Ｈ30
100%

Ｒ１
92.5％

Ｒ１
100％

②元気よく「はいっ」の
返事ができているという
割合を90％以上にする。

3

〇言われたことだけやれる子ど
も、言われたこと以上に気づい
てできる子ども、子どもの考え
方は、「家庭の鏡」だと思われ
るくらいで、それぞれの家庭環
境もあり、難しい問題でもあ
る。
〇感謝することに気づかず、あ
まのじゃくな子どももみられる
が、家庭を見ると、両親のどち
らかが感謝することが苦手なよ
うだ。
〇子どもたちが、先生方との交
流を通して人間に対する信頼を
取り戻していく姿は感動的だ。

3

学校関係者評価委員会にお
ける具体的な意見や改善策



○教師の言語環境の充実

○日常指導の充実
○登校班会での指導
○教育相談の充実

防災に関す
る指導の充
実

⑧危険から逃げる心構え
をしている割合を８０％
以上にする。

⑥危険予知と危険回避をす
る指導を行っているという
割合を９０％以上にする。

〇日常指導の充実
〇避難訓練の充実

○教師の取組意識は高い。避難訓練
時の児童の態度も良好である。
●今後も機会をとらえて、指導の充
実を図っていく。

Ｒ１
92.5％

Ｒ１
100％

3 3

3

心
の
教
育
の
充
実

規範意識の
向上

Ｒ１
84.9％

思いやりの
ある心、感
謝の心の育
成

④友達に「くん」「さ
ん」を付けて呼んでいる
という割合を90％以上に
する。

④言語環境を意識した指導
を行っているという割合を
80％以上にする。

Ｈ30
94.3%

Ｒ１
90.6％

③自分の持ち物やトイレ
のスリッパをきちんと整
とんしているという割合
を85％以上にする。

⑥ルールやマナーを守っ
ているという割合を90％
以上にする。

⑤善悪の判断に関する具体
的な指導を日常的に行って
いるという割合を90％以
上にする。

Ｈ30
90.9%

Ｒ１
90.0％

③身の回りの整理整とんを
行うとともに、児童への指
導も行っているという割合
を80％以上にする。

○靴箱・トイレのスリッ
パの整理整頓の徹底

○教師の取組意識は高い。
給食時の委員会による放送
もよい影響を与えているよ
うに感じられる。しかし、
整理整頓が身についている
児童とそうではない児童の
二極化が見られる。
●さらに整理整頓を促す声

Ｈ30
92.5%

○名前の呼び方の指導の
徹底

○教師の取組意識は高い。
「くん」「さん」付けで呼
ぶことが身についている児
童とそうではない児童の二
極化が見られる。
●さらに言語環境を整える
指導を徹底していく。

⑤「ありがとう」「ごめ
んなさい」が言える割合
を９０％以上にする。

○場の指導の徹底
○教師の言語環境の充実

3

Ｈ30
72.7%

○教師の取組意識は高く、
児童の達成率も伸びている
ことから指導の成果が表れ
てきたといえる。
●今後も機会をとらえて、
指導の充実を図っていく。

Ｈ30
88.7%

Ｈ30
100%

○教師の取組意識は高い。
「ありがとう」「ごめんな
さい」が言える児童とそう
でない児童の二極化が見ら
れる。
●さらに言語環境を整える
指導を徹底していく。

Ｈ30
96.2%

Ｒ１
92.5％

⑦がまんする心をもつ努
力をしているという割合
を９０％以上にする。

Ｈ30
94.3%

Ｒ１
90.0％

Ｒ１
86.8%

Ｒ１
１００％

3
○教師の取組意識は高い。
年齢が上がるにつれて、忍
耐強い態度が見られる。
●発達段階に応じた指導を
徹底していく。

Ｒ１
90.6％

3



〇体力の実態把握

〇体育学習の充実

〇ちょこっと運動の実践

○保健便りの発行

③外遊びや「ちょこっと運
動」（運動の習慣化）につ
ながる指導を取り入れてい
るという割合を９０％以上
にする。

③毎日、早寝・早起きが
きちんとできたという割
合を80％以上にする。

④日常的に規則正しい生活
について具体的な指導を
行っているという割合を
90％以上にする。

○毎月実施できた。
●マンネリ化している。次年度
は、年３回を重点的に行う。
○保健だよりは毎月発行でき
た。　●具体的数値を掲載し、
保護者への啓発を図る。

Ｈ30
88.7%

Ｒ１
83.0％

⑤毎日、排便がきちんと
できたという割合を60％
以上にする。

評価項目
具体的な数値目標

Ｒ１
90.6％

た
く
ま
し
い
心
身
の
育
成

学校関係者評価委員会にお
ける具体的な意見や改善策

学校
関係者
評価

〇各項目を高めるための
運動の紹介

H30
90.9％

教師
達成率

総合
評価

方策・手立て ○成果・●改善点
自己評価

児童に関する数値目標
（成果指標）

教師の取組に関する数値目
標

児童
達成率

○すくすくチェックの実
施

①体力テストの目標を立
て、積極的に取り組んだ
という割合を８０％以上
にする。

Ｈ30
84.9%

①数値目標の設定と分析を
もとに指導を行っていると
いう割合を80％以上にす
る。

⑤日頃から正しい姿勢を身
に付けさせる指導を行って
いるという割合を90％以
上にする。

●声を掛けるとその場だけはよ
いが継続しない。ちょこっと運
動で体幹トレーニングを取り入
れていく。

Ｈ30
86.8%

④毎日、きちんと朝ご飯
を食べているという割合
を90％以上にする。

Ｈ30
98.1%

Ｒ１
92.5％

Ｒ１
71.7％

⑥正しい姿勢で生活して
いるという割合を80％以
上にする。

4 4

Ｈ30
72.7%

Ｒ１
100％

健康教育の
充実

②昼休み時間など外で元
気よく遊んだり、ちょ
こっと運動をしたりした
割合を80％以上にする。

②体育学習に体つくりの運
動を計画的に取り入れてい
るという割合を80％以上
にする．

基礎体力の
向上

Ｒ1
90.0％

Ｒ１
88.7％

Ｒ１
80.0％

Ｈ30
96.2％

H30
90.9％

Ｒ１
100％

○体力向上プランにおいて
各学年で目標を設定した。
●具体的実践の紹介を随時
していく。
○体力向上プランを基に、
日頃の体育学習に生かして
いただいている。

○朝の会や体育等で継続的
実践を行っている。
●学校全体で啓発してい
く。

Ｒ１
86.8％

Ｈ30
90.9%

Ｒ１
90.0％

〇子どもたちの通学路の安
全志意識は、なかなか難し
いが、先生方が通勤される
ときに車で通過していただ
けるだけで緊張感が増すと
思われる。是非、当番を決
めて、巡回してもらいた
い。上茶は、６時５０分か
ら７時１５分までの間が油
断時間である。



○歯磨きカードの活用

○集会等での意識の啓発

○給食時間の指導の徹底

〇日常指導の徹底
〇避難訓練の定期実施
〇安全点検の実施 Ｒ１

86.8%
Ｒ１

100%

⑨歯磨きをきちんとして
いるという割合を90％以
上にする。

⑦歯磨きの習慣化を図る指
導を行っているという割合
を90％以上にする。

○学校保健委員会での保
護者への意識の啓発

Ｈ３０
100.0 %

Ｈ３０
90.6%

Ｒ１
81.1％

Ｈ30
90.6%

⑩好き嫌いなく食べてい
るという割合を90％以上
にする。

⑧好き嫌いなく食べること
の大切さについて指導を
行っているという割合を
90％以上にする。

●偏食指導において、学校で統
一が図れていない。学校全体で
の方針を定めていく。

Ｈ30
88.7%

た
く
ま
し
い
心
身
の
育
成

⑧手洗い・うがいをしっ
かりしているという割合
を90％以上にする。

●継続して、常時呼び掛けてい
く。

Ｈ30
100%

○歯ブラシ点検が児童の意識化
につながったので、継続してい
く。（２か月に１回程度）
●学校ではできている。家庭へ
の啓発が必要である。

Ｒ１
84.5％

⑦毎日、ハンカチを持っ
てきているという割合を
90％以上にする。

⑥ハンカチを身に付けた
り、手洗い・うがいをした
りする習慣化を図る指導を
行っているという割合を
90％以上にする。

Ｈ30
92.5%

●教師が把握しきれていない。
健康観察の時のチャック徹底を
する。

Ｈ30
100.0%

Ｈ30
98.1%

安全教育の
充実

⑪身の回りの安全に注意
し、行動しているという
割合を９０％以上にす
る。

⑨身の回りの環境の危険を
予知する指導を行っている
という割合を90％以上に
する。

○安全点検は毎月実施できた。
●児童の安全意識が低い。来室
時の指導を継続していく。

※楽しく学校生
活を過ごすこと
ができる児童

※学校は楽しいという割
合を90％にする。

Ｒ１
92.5％

4

Ｒ１
１００％

Ｒ１
81.1％

○学級活動等での指導の
実施

Ｒ１
１００％

3
Ｒ１

77.4％

100％

3

4


